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第４期高砂市地域福祉計画の策定にあたって 
 

計画策定の背景 

我が国では、本格的な少子化・高齢化、そして人口減少社会が到来しており、単身世帯や核家

族、高齢者世帯の増加などが進んでいます。また、デジタル技術等の急速な進歩とともに生活環

境は大きく変化しており、個人の価値観やライフスタイルの多様化、地域でのつながりの希薄

化などにより地域社会の脆弱化にも歯止めがかかっていません。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響で、より多くの人々が社会的孤立や経済的困窮に

直面するとともに、人と人をつなぐ地域での様々な活動の継続が困難な状況となっています。 

このような社会状況のなかで、単身高齢者や認知症のある人など、支援を必要とする人の増

加や 8050 問題、ダブルケア、ヤングケアラー、ひきこもり、避難行動要支援者（災害時要援護

者）に対する支援など、行政による分野別の支援では対応が困難な複合化、複雑化した課題が地

域で多く生まれています。 

これらの課題に対応していくためには、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」

という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を

超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共

生社会」の実現に向けて、地域福祉の推進が強く求められています。 

国では、令和３年４月に「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」

を施行し、地域共生社会の実現に向けて、市町村が地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに

対応する包括的な支援体制を構築するために、「重層的支援体制整備事業」を創設しました。 

本市では、平成 30年３月に「第３期高砂市地域福祉計画」（以下、「第３期計画」という。）を

策定し、「一人ひとりが思いやり 心ふれあう ぬくもりのまち」を基本理念として掲げ、本市

における地域共生社会の実現に向けて、「市民主体の課題解決力の強化」や「包括的な支援体制

づくり」に取り組んできました。 

「第４期高砂市地域福祉計画」（以下、「本計画」という。）は、このような社会状況の変化や、

本市の地域福祉を取り巻く現状・課題や、国などの動向を踏まえ、本市における地域共生社会を

実現していくために策定するものです。 
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計画の位置づけ 

■法令の根拠 

本計画は、社会福祉法第 107 条に規定する「市町村地域福祉計画」として策定するものであ

り、本計画の推進を通じて、第 106 条の３に規定する「包括的な支援体制の整備」を促進するも

のです。 

■関連計画との関係 

 
 

計画の期間 

本計画の期間は、令和５年度からの５年間とします。 

福祉をはじめとする様々な生活関連分野における社会情勢の変化や福祉サービス利用者のニ

ーズなどに対応するため、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 平成 

30年度 
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令和 

元年度 

(2019年度) 

令和 
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令和 

４年度 

(2022年度) 

令和 

５年度 

(2023年度) 

令和 

６年度 

(2024年度) 

令和 
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(2025年度) 

令和 

８年度 

(2026年度) 

令和 

９年度 

(2027年度) 

高砂市総合計画           

高砂市地域福祉計画      

 

    

高砂市成年後見制度 

利用促進基本計画 
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対象別・分野別の個別計画

〈 地方再犯防止推進計画（包含）〉

第４次総合計画 

第３期地域福祉計画 

第５次総合計画（〜令和 12 年度） 

第４期地域福祉計画 
 
   成年後見制度利用促進基本計画 
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計画の基本的な考え方 
 

基本理念 

本計画では、第１期から第３期計画で掲げてきた基本理念を継承し、本市において、地域のすべ

ての人々が主役となり、お互いを思いやる気持ちを持ちながら、つながり、支え合うことで、一人

ひとりが自分らしく生活でき、誰一人取り残さない「ぬくもりのまち」、すなわち高砂市における

「地域共生社会」の実現をめざし、地域福祉を推進していきます。 

「一人ひとりが思いやり 心ふれあう ぬくもりのまち」 

 
 

基本目標 

 

基本目標１ みんながつながり、支え合い、自分らしく生活できる地域づくり 

世代や分野などを超えた人と人、人と資源、資源と資源などのつながりを促進するとともに、

市民一人ひとりの意識・関心・状況などに応じて地域でのつながりや社会参加、活躍を創出する

ことで、みんなで地域の課題を解決できる地域、みんながイキイキ暮らせる地域を創ります。 

 
 

基本目標２ 悩みや不安などを抱える人を孤立させない 

総合的・包括的な相談・支援体制づくり 

悩みや不安などを抱える人が地域で孤立することなく、必要な支援にしっかりとつながり、地

域で自分らしく暮らせるよう、分野を横断し、多職種・多機関がつながり、全世代・全対象型の

相談・支援体制を創ります。 

 

基本目標３ 地域福祉を進める意識と担い手づくり  

市民一人ひとりの地域や福祉などへの意識、理解、行動を拡げるとともに、既存の担い手への

支援や多様な人材の発掘・育成、福祉人材の育成・確保に取り組み、地域福祉を進め、地域共生

社会を実現する人を創ります。 
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施策体系 

基本理念「一人ひとりが思いやり 心ふれあう ぬくもりのまち」（高砂市における地域共生

社会）の実現に向けて設定した３つの基本目標を踏まえ、各基本目標を達成するための施策体系

を以下のように設定します。また、基本目標の確実な達成に向けて、各基本目標をリードする施

策を「重点的な施策」として設定することで、本計画の実行性・実効性を担保します。 

 
★：重点的な施策 

１－１：市民主体の様々な地域活
動・福祉活動が活性化しています。

１－２：地域で福祉に関わる多様な
主体間や分野を超えた多様な主体間
で地域課題の解決に向けた連携が図
れています。

１－４：地域で安全に安心して暮
らすことができる生活環境、防
災・防犯体制が整備されています。

みんながつながり、支え合
い、自分らしく生活できる
地域が実現しています。

２－１：悩みや不安などを抱えても、
支援につながるきっかけが身近にあ
ります。

２－２：悩みや不安などを抱える
人が、安心して、地域で自分らし
く暮らすことができるよう、多職
種・多分野がつながり、相談支援
及び参加支援に取り組む体制が整
備・運用されています。

１－３：地域での多様なつなが
り・交流を持つ市民、地域・福祉
に関わる活動に参加・参画する市
民が増えています。

３－１：地域福祉を支え、推進す
る個人・組織など多様な主体が育
ち、活躍しています。

３－２：地域福祉を支え、推進す
る専門的な人材が育ち、活躍して
います。

悩みや不安などを抱える人
を孤立させない総合的・包
括的な相談・支援体制が実
現しています。

基
本
理
念
「
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り

心
ふ
れ
あ
う

ぬ
く
も
り
の
ま
ち
」
（
高
砂
市
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会
）
の
実
現

最終
目的

４）安全に安心して暮らせる環境づくり

１）市民主体の地域活動・福祉活動の
活性化★

２）地域での課題解決力の強化と
多様な主体とのつながりの促進★

３）地域でつながる・活躍できる
場、環境の創出

１）地域における見守り体制の強化と
相談機能の充実

２）複合化・複雑化した課題に
対応できる相談支援体制の構築・強化★

４）権利擁護支援体制の構築・強化★

３）悩み・不安などを抱える人に
寄り添い、支える体制の構築・強化

１）地域や福祉などへの意識の向上

２）既存の担い手への支援★

３）多様な人材の発掘・育成

４）福祉人材の育成・確保

施策（関連する取り組みの内容）
施策を推進することで５年後にめざす市民・地域の姿
（施策の推進から地域共生社会の実現に向けた道筋）

基本目標１ みんながつながり、支え合い、自分らしく
生活できる地域づくり

基本目標２ 悩みや不安などを抱える人を孤立させない
総合的・包括的な相談・支援体制づくり

基本目標３ 地域福祉を進める意識と担い手づくり

地域福祉を進める
人材が育ち、活躍しています。
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施策・取り組みの展開 
 

基本目標１ みんながつながり、支え合い、自分らしく生活できる地域づくり 

 
 
 

 
 

１） 市民主体の地域活動・福祉活動の活性化 
 

（１）地域での課題解決力の基盤となる自治会、婦人会、老人クラブ、子ども会等の地縁組織の

活動を支援します。 

●自治会活動への支援   ●地域単位で活動する団体・組織の運営・活動への支援 
 

（２）地域福祉の中核を担う民生委員・児童委員、福祉委員などによる福祉活動を支援します。 
●民生委員・児童委員の活動支援 

●福祉委員の活動支援及び小地域福祉活動の活性化 
 

（３）ボランティアやＮＰＯなど多様な組織・団体、個人による地域活動・市民活動を支援します。 
●ボランティア活動の促進        ●公益団体活動や自発的市民活動の支援 

●当事者団体・組織の活動支援      ●社会福祉法人による地域公益活動の促進 

●民間企業・事業所等による社会貢献活動の促進 

 
 
 
 

 
 

２） 地域での課題解決力の強化と多様な主体とのつながりの促進 
 

（１）支え合いづくり協議会の設置及び住民主体による運営を促進・支援します。 
●支え合いづくり協議会の設置及び運営支援 

●支え合いづくり協議会の運営支援に向けた体制整備 
 

（２）支え合いづくり協議会など様々な場を活用し、地域課題の解決に向けた多様な主体の連携

を促進します。 

●多様な主体の支え合いづくり協議会への参加・参画の促進 

●既存のネットワークを活用した地域課題の解決に向けた連携 

支え合いづくり協議会とは 

高砂市における生活支援体制整備事業の第２層協議体のことです。地域の定期的な情報共有及び連携強化の場とし

て中核となる組織で、市内の８行政圏域を単位に支え合い活動づくりを展開します。 

地域で福祉に関わる多様な主体間や分野を超えた 

多様な主体間で地域課題の解決に向けた連携が図れています。

市民主体の様々な地域活動・福祉活動が活性化しています。 
５年後にめざす 

市民・地域の姿 １-１ 

１-２ 
５年後にめざす 

市民・地域の姿 

重点的な施策 

重点的な施策 
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３） 地域でつながる・活躍できる場、環境の創出 
 

（１）地域で交流・つながりなどが持てる場・機会、集うことができる居場所づくりを推進します。 
●多様な市民が交流・つながりを持てる機会づくりの推進 

●多様な市民が集うことができる居場所づくりの推進 

●公共施設等の有効活用・利用促進 

●社会福祉法人による交流・つながりづくりの促進 
 

（２）様々な分野でのボランティアや支援者などの確保・養成、活躍できる環境づくりを推進します。 

●ボランティア活動の促進【再掲】 

●市民が支援者となる仕組みの構築・拡充 
 

（３）市民一人ひとりの社会参加や地域での活躍・挑戦などを支援します。 

●若年層へのアプローチの推進 

●元気な高齢者へのアプローチの推進 

●新たな社会参加、活躍・挑戦への支援 

 
 
 
 

 
 

４） 安全に安心して暮らせる環境づくり 
 

（１）移動・交通環境や住環境の整備、公共施設や交通機関などのバリアフリー化などを推進します。 
●移動・交通環境の整備         ●住環境の整備 

●公共施設等のバリアフリー化とユニバーサルデザインの推進 
 

（２）緊急時・災害時に対応できる支援体制の整備、地域全体の災害対応力の向上を図ります。 

●地域の防災力の強化 

●災害対応力の向上 

●誰一人取り残さない防災体制の構築・強化 
 

（３）防犯対策・消費者被害防止に向けた意識づくりや相談支援体制を整備します。 

●防犯対策の推進 

●地域の防犯活動の促進・支援と防犯意識の醸成 

●消費者被害防止の推進 

地域で安全に安心して暮らすことができる生活環境、 

防災・防犯体制が整備されています。 

地域での多様なつながり・交流を持つ市民、 

地域・福祉に関わる活動に参加・参画する市民が増えています。 
１-３ 

１-４ 

５年後にめざす 

市民・地域の姿 

５年後にめざす 

市民・地域の姿 
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基本目標２ 悩みや不安などを抱える人を孤立させない 

総合的・包括的な相談・支援体制づくり 
 
 
 
 

 
 

１） 地域における見守り体制の強化と相談機能の充実 
 

（１）地域での気づきを促進し、相談支援につながりやすくするとともに、地域での見守り体制

の充実を図ります。 

●悩みや不安などを抱える人に対する地域での理解づくり 

●地域における見守り活動の促進 

●居場所等を活用した見守りの促進 
 

（２）様々な分野での相談窓口の周知及び相談体制の充実を図ります。 
●相談しやすい環境づくりの推進 

●様々な分野の相談体制・相談機能の充実 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

悩みや不安などを抱えても、 

支援につながるきっかけが身近にあります。 

 
５年後にめざす 

市民・地域の姿 ２-１ 
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２） 複合化・複雑化した課題に対応できる相談支援体制の構築・強化 
 

（１）様々な分野において、他分野との連携・協働を図り、分野毎の相談支援ネットワークを 

強化します。 

●相談窓口・機関によるネットワーク、顔の見える関係の構築・強化 

●既存のネットワークを活用した分野毎の相談機能の強化  

（２）分野横断型の相談・支援体制を構築・強化します。 
●重層的支援体制整備事業の推進 

 
３） 悩み・不安などを抱える人に寄り添い、支える体制の構築・強化 

 
（１）多様化・複雑化する課題や不安などに対応するため、様々な分野での支援を強化する 

とともに、切れ目のない包括的な支援体制を構築・強化します。 

●生活困窮者等への自立支援の推進    ●ひきこもり等に関する支援の推進 

●ヤングケアラーの支援         ●子どもの貧困対策の推進 

●虐待・ＤＶ予防と早期発見・早期対応  ●自殺対策の推進 

●高齢者、障がいのある人への就労支援の推進 

●再犯防止に向けた取り組みの推進 ※詳細については、「高砂市再犯防止推進計画」を参照ください。 
 

（２）福祉サービス・制度の質の確保・向上と情報提供の充実を図ります。 
●福祉サービス・制度の質の確保・向上 

●福祉サービス・制度に関する情報提供・発信の推進 

 
４） 権利擁護支援体制の構築・強化 

 
（１）権利擁護に関する理解・認識を醸成し、相談機能を強化します。 

●成年後見支援センターの設置 

●権利擁護・成年後見に関する周知啓発 

●権利擁護・成年後見に関する相談機能の強化 
 

（２）権利擁護に関する地域連携の仕組みを構築・強化します。 
●権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築・強化 

 
 

悩みや不安などを抱える人が、安心して、地域で自分らしく 

暮らすことができるよう、多職種・多分野がつながり、 

相談支援及び参加支援に取り組む体制が整備・運用されています。 

 

５年後にめざす 

市民・地域の姿 ２-２ 

重点的な施策 

重点的な施策 
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基本目標３ 地域福祉を進める意識と担い手づくり 

 
 
 
 

 
 

１） 地域や福祉などへの意識の向上 
 

（１）まち・地域などへの意識・関心を高め、我が事としての認識づくりを推進します。 

●まちや地域への関心・愛着の醸成 
 

（２）福祉教育などを通じて、地域や福祉、人権についての正しい理解、認識づくりを推進します。 
●子どもを対象とした福祉教育・学習等の推進 

●地域での福祉教育・学習等の推進 

 
２） 既存の担い手への支援 

 
（１）既存の担い手の抱える課題・問題を見える化し、解決を図ることで、担い手が活動しやすい

環境づくりを進めます。 

●担い手の抱える課題・問題の解決に向けた取り組みの推進 

●市民主体の活動への支援【基本目標１－１）】 

 
３） 多様な人材の発掘・育成 

 
（１）様々な分野でのボランティアや支援者などの確保・養成、活躍できる環境づくりを推進

します。【再掲】 

●ボランティア活動の促進【再掲】 

●市民が支援者となる仕組みの構築・拡充【再掲】  
（２）市民一人ひとりの社会参加や地域での活躍・挑戦などを支援します。【再掲】 

●若年層へのアプローチの推進【再掲】 

●元気な高齢者へのアプローチの推進【再掲】 

●新たな社会参加、活躍・挑戦への支援【再掲】 

 

 

  

地域福祉を支え、推進する個人・組織など多様な主体が 

育ち、活躍しています。 

 
５年後にめざす 

市民・地域の姿 ３-１ 

重点的な施策 
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４） 福祉人材の育成・確保 
 

（１）福祉専門職などの分野間の交流、顔の見える関係づくり、専門職の育成・確保を推進 

します。 

●福祉専門職等の交流 

●福祉専門職の育成・確保  
（２）市民に寄り添い、地域の課題に気づき、自主的に取り組む市職員、参画・協働に取り組む

市職員の育成を推進します。 

●市職員の参画・協働に対する意識の向上 

●市職員の地域福祉に関する意識・資質の向上 

 

 

 

高砂市再犯防止推進計画 

■計画の位置づけ：再犯防止推進法第８条第１項に基づく「地域再犯防止推進計画」として策定。 

■計画の期間  ：第４期地域福祉計画と同様に、令和５年度からの５年間。 

■再犯防止に向けた取り組みの内容 

●地域での再犯防止に関する 

理解づくり 

 高砂市保護司会との連携による「社会を明るくする運動」

などの推進 

 保護司及び保護司の活動などの市民への周知 

●犯罪をした人等への継続的な 

支援 

 更生保護サポートセンターの活動の支援及び周知 

 保護司など更生保護関係者をはじめとした関係機関・団体、

民間事業者等との連携による社会復帰を求める人たちへの

就労支援、住居及び居場所等の確保 

 保健医療や福祉サービスの確保 

●更生保護の担い手への支援 

 保護司など更生保護関係者が活動しやすい環境づくり 

 保護司など更生保護関係者との連携を通じた再犯防止に向

けた支援体制の構築 

 

  

地域福祉を支え、推進する専門的な人材が 

育ち、活躍しています。 

 
５年後にめざす 

市民・地域の姿 ３-２ 

 概要版 



11 

 

計画の推進 
 

計画の推進体制 

● 本計画に示す「５年後にめざす市民・地域の姿」の達成に向けて、市民・地域・事業者など多様

な主体との協働により地域福祉を推進します。 

● 地域福祉の推進を図ることを目的に組織されている高砂市社会福祉協議会との連携を強化し、住

民主体の取り組みを支援するとともに、具体的な課題の共有・検討、活動・仕組みづくりなどを推

進します。 

● 地域福祉に関わる課題等を庁内関係部署で共有し、本計画に関連する施策・事業等を整理すると

ともに、課題の解決に向けて「地域福祉計画推進庁内委員会」等で分野間の連携・調整に取り組み、

関連する施策や具体的な事業等を推進します。 

 

計画の進捗管理・評価 

● 本計画において、進捗管理と評価などを進めるため、市民代表、各種団体代表、学識経験者等で

構成される「高砂市地域福祉計画推進委員会」において、本計画の進捗管理の確認とともに、検証

及び評価を行います。なお、計画の進捗管理と検証及び評価はＰＤＣＡサイクルに基づいて実施し

ます。 
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